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情報連絡事項                                 頁 

 

１ 「あだちＮ祭２０２５」の開催結果について・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】≪子ども・子育て支援対策調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、子ども・子育て支援対策調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ 「足立区子ども・若者計画」（案）策定とパブリックコメントの実施について 

 

【参考】≪エリアデザイン調査特別委員会 報告事項≫ 

※資料は、エリアデザイン調査特別委員会（政策経営部）の報告資料にあり 

１ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

２ 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（北綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

３ 六町エリアデザインの取組み状況について 

４ 江北エリアデザインの取組み状況について 

５ 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

６ 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

７ 千住エリアデザインの取組み状況について 

 

（ 政策経営部 ） 



総 務 委 員 会 情 報 連 絡 

    令和８年１月２０日 

件   名 「あだちＮ祭２０２５」の開催結果について 

所管部課名 あだち未来創造室 ＳＤＧｓ・協創推進課  

内   容 

あだちＮ祭２０２５について、下記のとおり開催した。 
 

１ 開催結果 

  梅田地区周遊型に変更して４回目となり、多くの方が来場し、ＮＰＯを知

り、体験する機会を創出できた。 

 令和６年度 令和７年度 

開催日時 

１１月１６日（土） 

１１月１７日（日） 

いずれも 

１０時～１５時 

１１月１５日（土） 

１１月１６日（日） 

いずれも 

１０時～１５時 

天候 
１６日 曇り 気温１７℃ 

１７日 晴れ 気温１８℃ 

１５日 曇り 気温１６℃ 

１６日 晴れ 気温１７℃ 

参加者数 

５，４００人 

11/16 2,200 人 

11/17 3,200 人 

４，５００人 

11/15 1,900 人 

11/16 2,600 人 

抽選会参加者数 ３，１８５人 １，９５７人 

出展団体・企業 ８４団体・企業 ８５団体・企業 

協賛品提供企業 
４０社（ロータリークラ

ブ２１社含む） 
１７社 

※  今回の主な改善点 

（１）エル・ソフィア内体育館を初めて使用し、団体同士や区民と交流でき 

る企画を開催した。 

（２）抽選会場にボード（模造紙）を用意し、Ｎ祭を体験したことで今後や 

ってみたいと思う地域活動を付箋等で貼ってもらった。 

（３）梅島小学校の駐輪場や空きスペースを借り、臨時駐輪場として使用 

し、混雑緩和を図った（日曜のみ、土曜は登校日のため使用不可）。 

  

※ 来場者数減少についての考察 

（１）土曜日は近隣小学校の多くで音楽会が行われていた。 

（２）昨年度までは全小・中学校生徒にチラシ配布していたものを、紙の削減

も兼ねて C4th 配信に切り替えたが、周知が行き届かなかったことが想定

される。 
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２ 名称変更理由 

「ＮＰＯ」とダイレクトに表現するのではなく、「Ｎ祭」と表現すること 

で、「ＮＰＯ」に関心のなかった方にもより親しみやすい印象を持たせ、参

加へのハードルを下げるため。 

 

３ 開催場所 

（１）足立成和信用金庫中央支店駐車場「ブース出展・物販」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）エル・ソフィア「ステージ発表・ブース出展・ワークショップ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）梅島公園「ブース出展・ワークショップ・物販・キッチンカー」 
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（４）ＮＰＯ活動支援センター「抽選会・「やってみたい」を貼ろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 来場者の声 

（１）地域の行事が少なくなっているので、子どもにとってよい思い出になる

と思う。 

（２）やさしい人がいっぱいいて、安心して回ることができた。 

（３）いつもＮ祭を楽しみにしている。 

 

５ 今後の方針 

４か所周遊イベントに変更してから４回目となり、前日設営中に近隣の子 

どもから「毎年楽しみにしている」という声があるなど、梅田地域に根差

したイベントとなっている。一方、ここ２年ほど来場者数は減少傾向にあ

り、周辺在住の来場者で固定化しつつあるため、開催場所や時期の変更も

含め、区民や団体にとってより良い交流の場となるよう改めて検討する。 
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